
マダラ 5.4 10-18 ●

サケ 10.2 10-20 ●

ニシン 7.1 10-20 ●

アイナメ 20.8 15-25 ○

アユ 5.4 10-20 ●

カタクチイワシ 9.7 15-28 ●

マイワシ 14.7 12-28 ●  

マコガレイ 4.9 15-28 ○

クロソイ 5.5 15-28 ●

カサゴ 6.2 15-25 ●  

メバル 5.7 10-28  ●  

シマアジ 10.3 15-28  ●  

ニベ 8.6 20-28 ○

マアジ 16.7 17-28 ●

チダイ 9.9 20-28 ●

ヒラメ 12.5 10-28 ○

アイゴ 6.4 20-32 ○

マダイ 11.6 14-28 ●

シロギス 5.8 12-28 ●

クロメジナ 6.1 20-28 ●

オニオコゼ 4.8 20-28 ○

ヘダイ 5.8 20-28 ●

イサキ 5.9 15-29 ●

ブリ 18.9 15-28 ●

ボラ 3.8 15-25 ●

トラフグ 7.3 20-28 ●

イシダイ 6.5 15-28  ●  

カワハギ 5.4 20-28 ●

ハマフエフキ 5.2 20-32 ●  

アオギス 9.6 20-28 ●

ホシギス 5.3 20-28 ●

クロダイ 4.1 12-24 　 ●

スズキ 6.2 15-29 ●  

キチヌ 4.3 20-28 ●

コトヒキ 5.8 20-28 ●

ミナミクロダイ 5.5 20-32 ●

マハゼ 7.0 20-28

ウナギ 5.4 10-20

魚 種
馴致温度
 (℃)

水温（℃）

5 10 15 20 25 30 35

平均体長
(cm) 40

魚類の選好温度と平衡喪失温度

＊1）平衡喪失温度

　馴致温度から水温を１時間毎に５℃上昇または降下させ、魚体が平衡感覚を失い正常に定位できなくなった時点の温度のこと。

＊2）最終選好温度

　水平あるいは鉛直的温度勾配水槽を用いた温度選択実験から求めた値で、温度馴致に影響されない種固有の温度のこと。

最終選好温度は生物の生理的・生化学的反応（成長や行動における最適温度など）と深い係わりを持っていると考えられる。

最終選好温度より低い温度域に魚がいる場合、現在の温度よりも高い温度域に徐々に移動して最終選好温度に向かっていき、最終選好温度より高い温度域

に魚がいる場合はその逆の方向に移動する。こうした行動反応から最終選好温度は、高い温度を好む行動を示すのか，逆に低い温度を好むのかと言う、温度

に対する行動の方向を決める内的基準として用いることができる。

＊3）平衡喪失温度から推定した最終選好温度

　多くの実験結果において、最終選好温度と平衡喪失温度(最終選好温度を馴致温度とした時の値)との間に直線的関係が認められたことから、その関係式を

用いて推定した最終選好温度のこと。

（公財）海洋生物環境研究所  事務局　　〒162-0801  東京都新宿区山吹町３４７番地  藤和江戸川橋ビル７階　TEL.03-5225-1161

■：異なる馴致温度における平衡喪失温度（＊1）を低温側と高温側についてそれぞれ範囲で示している。

●：温度選択実験から求めた最終選好温度（＊2）

○：平衡喪失温度から推定した最終選好温度（＊3）

詳細は土田（2002）、下茂ら（2000）をご参照ください。

http://www.kaiseiken.or.jp/publish/reports/lib/2002_04_02.pdf
http://www.kaiseiken.or.jp/publish/reports/lib/2000_02.pdf

